


　20 万分の 1 地質図幅 ｢富山｣ は，国立研究開発法人産業技術総合研究所地質調査総合セ
ンターが作成する20万分の1地質図の1つである．初版の20万分の1地質図幅 ｢富山｣ (原
山ほか，1996) 発行後，東部の飛騨山脈地域の 5 万分の 1 地質図幅が相次いで発行され，
地質の実態が明らかになると共に，地質の年代データも蓄積され，地質図の修正が必要
になった．そのため，全面的な改訂作業を実施し，第 2 版として刊行するものである．
　本地域に分布する各地質体について，古生代の大江山帯及び蓮華帯の超苦鉄質岩類及
び変成岩類，舞鶴帯の堆積岩類・火成岩類・変成岩類，秋吉帯及び飛驒外縁帯の堆積岩類，
主に三畳紀～ジュラ紀の飛驒花崗岩類，ジュラ系～白亜系堆積岩類及び海洋地質を竹内
が，飛驒帯の三畳紀の飛驒変成岩類及び宇奈月変成岩類，地下資源及び温泉を坂野が，
白亜系～下部更新統火山岩類を古川が，白亜紀～第四紀の深成岩類を竹内と古川が，中
新統～下部更新統堆積岩類を長森が，中部更新統～完新統堆積岩類・火山岩類及び活断
層を及川が，重力調査・編集を宮川が担当し，全体の取りまとめを竹内が行った．
　地質図作成に当たって，地質調査総合センター及び地質調査所が発行した 5 万分の 1
地質図幅及び既存資料 ( 引用文献参照 ) を参考にして編纂し，データが不足する地域や修
正が必要な地域については野外調査を行った．
　本図幅における玄武岩質安山岩と安山岩については，文献などからは全岩化学組成が
不明なものを多く含むことから，両者を合わせて ｢安山岩｣ と呼ぶことにする．

（竹内　誠）

　本地域は，中部地方の日本海沿岸域に位置し，富山県北部，新潟県西部，長野県北西
部及び石川県東部を含む範囲である．西から南に陸地が，その東から北側に富山湾を含
む日本海が分布する地域である．地域内の最高点は 2,932 m (白馬岳)，最低点は富山深海
長谷内の水深 1,400 m あまりの地点であり，地域内の比高が 4,000 m を超える急峻な地域
である．本地域内の陸地には，西部から南部には能登半島東部の丘陵地が，南側には西
に射水平野と東に富山平野が存在する．射水平野と富山平野は富山湾に面した海岸平野
で，両平野は活断層を伴った隆起帯の呉羽丘陵を境に分かれる．富山平野の東側には飛
騨山脈が存在し，飛騨山脈東側の姫川を境に東側はフォッサ・マグナ地域で褶曲した新
第三系からなる西頸城山地及び筑摩山地が広がる．飛騨山脈と西頸城山地及び筑摩山地
の間には小盆地である神城盆地が存在し，飛騨山脈と西頸城山地の北側には日本海が広
がる．
　飛騨山脈には，標高 2,500 m 以上の山々が南北に連なる．白馬岳東側斜面には氷河地形
や氷食谷が見られる．飛騨山脈と西頸城山地全般に地すべり地形が発達する．飛騨山脈
の中央部を南北に黒部川が流れ急峻なV字谷を形成している．黒部川を始めとして，飛騨
山脈を源とするいくつかの河川が本地域南西部に流れて富山湾に注ぎ，扇状地性三角州
を形成し，富山平野を作っている．飛騨山脈の隆起に伴い，富山平野東縁部では段丘面
が北西に傾動している．
　本地域北西部には能登半島の一部が分布する．能登半島と東部の山地の間には富山湾
が分布し，富山湾から北に延びて大和海盆に達する狭長な海底の凹地を富山トラフと呼
んでいる．トラフ底の水深は富山湾内で約 1,000 m で，富山平野及び飛騨山脈側の斜面に
発達する海底谷は，トラフ底で合流して富山深海長谷となる (岡村，2002)．富山トラフ
の能登半島側の斜面は，幅 4 ～15 km の大陸棚と急斜面からなるが，富山平野及び飛騨山
脈側の斜面は，幅 3 km 以下の大陸斜面と多くの海底谷が発達した複雑な地形をなす (岡
村，2002)．富山湾内の海底谷は，神通海脚を境として西側と東側の谷に分かれる．西側
の支谷は斜面上部で細分化し，その一部は庄川，神通川などの河川につながる．東側の
支谷の中心は常願寺川につながるが，早月川，片貝川，黒部川などが流れ込む東側斜面
には顕著な海底谷は形成されていない．黒部川の扇状地は海岸付近では幅 20 km に広が
り，ほぼその幅の扇状地状の地形が水深 700–900 m まで連続する (岡村，2002)．

( 及川輝樹・竹内　誠 )

　本地域の中古生界は西側から飛驒帯・飛驒外縁帯・大江山帯・蓮華帯・秋吉帯・舞鶴帯
が配列し，北部フォッサ・マグナの西縁断層である糸魚川－静岡構造線より東側には，中
古生界は露出していない．糸魚川－静岡構造線は，南部の長野県北安曇郡白馬村では沓掛
断層が相当し，その北側の北安曇郡小谷村では上部白亜系～古第三系石坂層と中部中新統
平倉山層を境し，糸魚川市では中・古生界と中新統山本層を境する横川断層が相当する．
　大江山帯には前期古生代の角閃岩・変成斑れい岩やひすい輝石岩などの変成岩類を含
む超苦鉄質岩が，蓮華帯には主に石炭紀の高圧型変成岩の蓮華変成岩類が分布する．舞
鶴帯にはペルム系海成正常層の虫川層と石炭紀の変成岩類及び火成岩類が，秋吉帯には
ペルム紀の付加コンプレックスが分布する．飛驒外縁帯にはペルム系海成正常層の白馬
岳層と小滝層が分布する．飛驒帯には角閃岩相高温部を示す三畳紀の変成作用を受けた
飛驒変成岩類と，上部石炭系を原岩として三畳紀の中圧型変成作用を受けた宇奈月変成
岩類が分布し，これらに飛驒花崗岩類が貫入する．飛驒花崗岩類はそれらの多くがマイ
ロナイト化を受けたペルム紀末～三畳紀の飛驒古期花崗岩類とマイロナイト化を受けて
いないジュラ紀の飛驒新期花崗岩類からなる．
　大江山帯と蓮華帯の岩石を下部ジュラ系来馬層群が不整合に覆い，下部白亜系手取層
群や上部白亜系堆積岩や火山岩類が飛驒帯・大江山帯・蓮華帯の岩石を不整合に覆う．
古第三系火山岩類は糸魚川－静岡構造線より西側に分布する．飛騨山脈地域には白亜紀
～第四紀の深成岩類が貫入している．
　糸魚川－静岡構造線を西縁とする北部フォッサ・マグナでは，日本海形成以降に堆積
した前期中新世以降の堆積物及び火山岩が厚く堆積し，断層及び褶曲により強い変形を
受けている．糸魚川－静岡構造線以西では，中古生界の北側に前期中新世以降の堆積物
及び火山岩が分布する．北部フォッサ・マグナと対照的に，層厚は相対的に薄く，褶曲
はほとんど認められない．このほか，能登半島北部の宇出津地域では，漸新世の火山岩
が認められる．
　飛騨山脈から西頸城山地とその周辺には前期更新世の火山岩が分布し，隣接する同時
代の堆積物層と指交関係をなす．また，中期更新世以降に活動した白馬大池火山と新潟
焼山火山の噴出物が分布する．
　中期更新世以降の堆積物は，山地の山麓部で段丘を形成し，その周辺の平地や盆地を
埋積する．飛騨山脈と西頸城山地には大規模な地すべり堆積物がある．

( 竹内　誠・長森英明・古川竜太・及川輝樹・坂野靖行・宮川歩夢 )

4.1　大江山帯の超苦鉄質岩と変成岩類
　大江山帯の超苦鉄質岩類は片状又は塊状の蛇紋岩，変成かんらん岩からなり，角閃岩・
変成斑れい岩やひすい輝石岩・ロジン岩・曹長岩などの岩塊を含む．特に地質図に図示
できる程度の大きさを持つ角閃岩や変成斑れい岩を変成岩類として図示した．また蓮華
変成岩類に貫入する超苦鉄質岩もある．残存鉱物から判断して，蛇紋岩の原岩は，ハル
ツバージャイト／レールゾライトとダナイトで，大江山オフィオライト (Kurokawa，
1985) に特徴的なぜん虫状クロムスピネルを伴っている ( 町・石渡，2010)．
　変成かんらん岩は Na に富むトレモラ閃石を含み，沈み込み帯上のマントルウェッジに
おける交代作用を受けている (町・石渡，2010)．蛇紋岩中の岩塊として産するひすい輝
石岩中のジルコンからは約 520 Ma の年代が得られており，沈み込み帯深部での超苦鉄質
岩とアルカリ度の高い流体との交代作用の時期を示していると考えられている (茅原，
1987；椚座ほか，2002；Tsujimori et al.，2005；Kunugiza et al.，2017)．
　本地域や中国地方の大江山帯の蛇紋岩中の角閃岩や変成斑れい岩などの変成岩類の原
岩は，ジルコン U–Pb 年代や Sm–Nd アイソクロン年代と全岩化学組成から新原生代から
前期古生代に中央海嶺や海洋内島弧などで形成されたとされている (Kunugiza et al.，
2017；Kimura and Hayasaka，2019；Ichiyama et al.，2020；Satish-Kumar et al.，2021；
Sawada et al.，2022)．また，これらからは普通角閃石 K–Ar 年代で 370 ± 12 Ma，変成斑
れい岩からは普通角閃石 K–Ar 年代で 336 ± 13 Ma (以上，柴田，1981)，ざくろ石角閃岩
からは黒雲母 K–Ar 年代で 442 Ma (松本ほか，1981) などが報告されており，これらは沈
み込みに伴うシルル紀～石炭紀を示す変成年代と考えられる．
　八方尾根付近の蛇紋岩は後期白亜紀～古第三紀の有明花崗岩による接触変成作用を
被っている部分がある． 

4.2　蓮華帯の蓮華変成岩類
　蓮華帯の蓮華変成岩類は泥質片岩及び苦鉄質片岩からなり，珪質片岩と石灰質片岩を
伴う高圧型変成岩である．エクロジャイト質藍閃石片岩を産するエクロジャイトユニッ
トと非エクロジャイトユニットに区分される (Tsujimori，2002)．本報告では，両者を一
括して示した．非エクロジャイトユニットはざくろ石帯・黒雲母帯・緑泥石帯に区分さ
れるが (Banno，1958)，朝日岳や八方尾根付近に分布する蓮華変成岩類は，後期白亜紀
の北又谷花崗閃緑岩や後期白亜紀～古第三紀の有明花崗岩による接触変成作用を被って
いる部分もある．蓮華変成岩類中の砕屑性ジルコン U–Pb 年代は主に 500 ～ 400 Ma を示
し，前期古生代の南中国地塊を起源とし，ジルコンのリムの年代 347.1 ± 4.1 Ma は変成年
代を示す (Yoshida et al.，2021)．エクロジャイトユニットのエクロジャイト質藍閃石片
岩のフェンジャイト K–Ar 年代及び Ar–Ar 年代は，約 340 Ma で (辻森ほか，2001)，結晶
片岩のフェンジャイト K–Ar 年代は 323.3 ± 8.0 Ma が報告されている (椚座ほか，2004)．
非エクロジャイトユニットや青海地域以外の蓮華変成岩類からは約 380 ～ 285 Ma のフェ
ンジャイトや白雲母 K–Ar や Rb–Sr 年代が報告されており (Shibata and Nozawa，1968；
柴田ほか，1979；柴田，1981；椚座ほか，2004)，エクロジャイトユニットと非エクロジャ
イトユニットの間でやや異なる放射年代が報告されている．これらの後期デボン紀～前
期ペルム紀の年代は変成年代を示すと考えられる．

( 竹内　誠 )

5. 1　舞鶴帯の堆積岩類・変成岩類及び火成岩類
　舞鶴帯にはペルム系海成正常層の虫川層と虫川層中の断層沿いに倉谷変成岩類と琴沢
火成岩類が分布する．虫川層は石質砂岩を挟む泥岩からなる下部と苦鉄質岩の礫を主と
する角礫岩や砂岩及び泥岩からなる上部に区分される．下部の泥岩から中期ペルム紀の
後期を示す放散虫化石が報告されている (宇次原，1985；河合・竹内，2001)．倉谷変成
岩類は角閃石片岩を主とし，黒雲母片岩・普通角閃石斑れい岩・黒雲母トーナル岩・黒
雲母石英閃緑岩を伴う．琴沢火成岩類は玄武岩・ドレライト・斑れい岩・変成斑れい岩
からなる．これらの倉谷変成岩と琴沢火成岩は虫川層泥岩中に岩塊として産する．琴沢
火成岩類の苦鉄質岩塊からシルル紀～デボン紀 (416.0 ± 9.3 Ma，415 ± 8.1 Ma，393 ± 11 
Ma，389 ± 8.4 Ma，381 ± 24 Ma) と石炭紀 (330 ± 12 Ma，310 ± 12 Ma) のジルコン U–Pb
年代が報告されている (隅田ほか，2010；小柴ほか，2018)．小柴ほか (2018) はシルル紀
～デボン紀の苦鉄質岩塊は大江山帯大江山オフィオライトに，石炭紀の苦鉄質岩塊は舞
鶴帯夜久野オフィオライトに対比している．また，琴沢火成岩類の斑れい岩中の普通角
閃石 K–Ar 年代 274 ± 14 Ma (長森ほか，2010) は変成年代と考えられる．さらに倉谷変成
岩類の角閃石片岩から普通角閃石 K–Ar 年代 165 ± 8 Ma の年代が得られているが，この
試料の K2O 含有量が少ないため，年代値の信頼度は低い (長森ほか，2010)．倉谷変成岩
類の原岩年代と変成年代は不明である．このように，本地域では大江山帯起源の苦鉄質
岩が，舞鶴帯ペルム系中に，ペルム紀以降に外来岩塊として構造的に取り込まれたと考
えられる．

5. 2　秋吉帯のペルム紀付加コンプレックス
　秋吉帯にはペルム紀付加コンプレックスが分布し，石炭系－ペルム系青海石灰岩と玄
武岩溶岩や凝灰岩からなる青海コンプレックス及びチャート－砕屑岩の海洋プレート層
序を持つ姫川コンプレックスに区分される．姫川コンプレックスのうち北部地域では，
チャート－砕屑岩シーケンスが認められ，下位より暗赤褐色泥岩，チャート，珪長質凝
灰岩泥岩互層，砂岩泥岩互層及び砂岩からなる．砂岩には礫岩を伴うことがある．それ
以外の 5 万分の 1 地質図幅 ｢小滝｣ 地域内の姫川沿いに分布する姫川コンプレックスは珪
長質凝灰岩を伴う泥岩及び砂岩を主体とする．姫川コンプレックスのチャート・珪質泥
岩及びマンガン炭酸塩スフェルールより中期ペルム紀を示す放散虫化石が報告されてい
る (田沢ほか，1984；宇次原，1985；河合・竹内，2001)．5 万分の 1 地質図幅 ｢白馬岳｣ 
地域の親沢コンプレックス (中野ほか，2002) は，劈開が発達した泥質岩中に灰緑色凝灰
質粘板岩や砂岩レンズを含む混在岩からなり，変形を受けた姫川コンプレックスと見な
した．また，白馬岳地域で，灰緑色珪長質凝灰岩黒色泥岩互層中に超苦鉄質岩などの岩
塊を含むとされた栂池コンプレックス (中野ほか，2002) は，白馬岳層や超苦鉄質岩の地
すべり移動体と判断した．

5. 3　飛驒外縁帯の堆積岩類
　飛驒外縁帯の堆積岩類はペルム系海成正常層の白馬岳層と小滝層からなる．白馬岳層
は全体として，珪長質凝灰角礫岩や凝灰岩からなる珪長質火山砕屑岩からなり，砂岩，
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泥岩，珪質泥岩を伴う．本層の下部には，玄武岩の塊状・枕状溶岩や火山角礫岩を伴う
ことがあり，この玄武岩類を 1 つの凡例として分けた．一般に本層中部は泥岩や砂岩が，
上部では石灰岩角礫を含む珪長質凝灰角礫岩及び凝灰岩が卓越する (竹内ほか，2004)．
鑓ヶ岳付近の石灰岩は長径約 500 m の岩塊として分布するため，石灰岩として図示した．
上部の珪長質凝灰岩と泥岩から中期ペルム紀後期～後期ペルム紀を示す放散虫化石が報
告されている (竹内ほか，2004)．また，厳密な産地は不明だが，白馬岳付近の石灰岩よ
り中期～後期石炭紀のサンゴ化石が報告されている (Minato，1975)．
　小滝層は蓮華帯と秋吉帯の境界付近に分布し，剪断変形を被っており，その層序は明
らかになっていないが，主に珪長質凝灰角礫岩・凝灰岩からなり，泥岩，砂岩，珪質泥
岩及び玄武岩を伴う (長森ほか，2010)．泥岩や珪質泥岩から中期ペルム紀の放散虫化石
が報告されている (田沢ほか，1984；宇次原，1985；河合・竹内，2001)．また，小滝川
沿いの土倉沢入口付近の石灰岩より，前期石炭紀 (Konishi，1956)，前期～中期石炭紀 (小
林ほか，1957；Chihara et al.，1979；長谷川ほか，1982；長谷川・後藤，1990；神谷・児子，
1996；Niko and Yamagiwa，1998；田沢，2004)，デボン紀 (茨木ほか，2009) の化石が報
告されている．これらのデボン紀と石炭紀石灰岩はペルム系中の礫と考えられている (田
沢，2004；茨木ほか，2009；茨木・児子，2012)．小滝層と白馬岳層は岩相と化石年代が
類似するため，同一凡例とし一括して図示した．

( 竹内　誠 )

6. 1　宇奈月変成岩類
　宇奈月変成岩類は後期石炭紀の堆積物を原岩とし，約 250 Ma の中圧型広域変成作用で
形成された (広井，1978；Hiroi，1983)．さらに広域変成作用の後，飛驒花崗岩類による
接触変成作用を受けている (広井，1975)．Hiroi (1983) は接触変成作用の影響を考慮した
泥質変成岩類の鉱物共生関係を基にして広域的な変成分帯を行い，藍晶石－珪線石型の
中圧型変成相系列を報告した．本変成岩類はエボシ山衝上断層の東側に沿って分布する
ものと，飛驒花崗岩類の捕獲岩体として分布するものとがある．本地域では岩相を石灰
質 ( 石灰質片岩 ) と非石灰質 ( 珪長質片岩，泥質片岩及び苦鉄質片岩 ) に区分して地質図
の編纂を行った．

6.2　飛驒変成岩類
　本地域の飛驒変成岩類は片貝川流域において南北方向に延びた分布を示す飛驒変成岩
類東部岩体に相当する．本地域の飛驒変成岩類は西縁及び北縁で眼球状花崗岩マイロナ
イトと接する．同変成岩類は東縁の北部において後述する烏帽子山マイロナイト (Katoh 
et al.，1989) と接し，烏帽子山マイロナイトは宇奈月変成岩類と西傾斜の断層 (エボシ山
衝上断層：広井，1978) で接する．飛驒変成岩類は東縁の南部では宇奈月変成岩類とエボ
シ山衝上断層で接する．飛驒変成岩類東部岩体の地質図は，例えば加納 (1973)，
Arakawa (1982)，奥井 (1985)，富山県編 (1992)，富山県農地林務部農村整備課編 
(1993)，高木・原 (1994)，原山ほか (2000) により公表されてきた．本地域では岩相を石
灰質変成岩類 ( 結晶質石灰岩及び石灰珪質片麻岩 )，苦鉄質変成岩類 ( 角閃岩及び角閃石
に富む黒雲母角閃石片麻岩 )，珪長質変成岩類 ( 石英・長石に富む黒雲母角閃石片麻岩，
角閃石黒雲母片麻岩など ) に区分し，主に奥井 (1985)，高木・原 (1994) の地質図を基に
野外調査の結果を考慮して地質図の編纂を行った．なお苦鉄質変成岩類及び珪長質変成
岩類としたものは小規模な石灰質変成岩類を伴う．珪長質変成岩類の原岩は花崗岩質火
成岩と考えられている (原山ほか，2000)．
　飛驒変成岩類は日本列島の最も古い基盤とされてきた．例えば Suwa (1990) は先カン
ブリア時代の放射年代値を根拠にして，飛驒変成岩類は先カンブリア時代の変成作用に
より形成され，その後複数回の変成作用を被ったと考えた．1990 年代以降，モナザイト
及びジルコンのサブグレイン年代値を基にした飛驒変成岩類の年代論が盛んになってき
た．例えば Takahashi et al. (2018) は飛驒変成岩類東部岩体の砂泥質変成岩中の砕屑性コ
アを含む変成ジルコンの U–Pb 年代から変成年代は 250 ～ 235 Ma であり，コアの年代値
から堆積年代は 275 Ma 以降であるとした．一方，本地域範囲外の島根県隠岐地域に分布
する飛驒変成岩類 ( 隠岐片麻岩類 ) の変成史については，同片麻岩類の変成年代は約 250 
Ma であり，先カンブリア時代の年代値は砕屑粒子の年代であると解釈されたが (Suzuki 
and Adachi，1994)，近年 Kawabata et al. (2022) により約 1.85 Ga の変成作用の痕跡が認
識され，先カンブリア紀古原生代の初期変成作用の後，約 230 Ma の変成作用を被ったと
する複変成作用の存在が示された．
　中部日本に分布する飛驒変成岩類の大部分は角閃岩相高温部の広域変成作用の条件を
示し，さらに花崗岩類の貫入による接触変成作用の影響を被っている (相馬ほか，1990；
椚座ほか，2006)．奥井 (1985) は片貝川流域の石灰質変成岩類の鉱物共生関係を検討し，
広域変成作用の後に，鉱物組合せを再編成する接触変成作用が起こったことを明らかに
した．

( 坂野靖行・竹内　誠 )

　飛驒花崗岩類 (加納，1990) は，飛驒帯や飛驒外縁帯に分布する花崗岩類の総称で，ペ
ルム紀末～三畳紀に貫入し，それらの多くが三畳紀のマイロナイト化を被った飛驒古期
花崗岩類と前期ジュラ紀に貫入しマイロナイト化を被っていない飛驒新期花崗岩類に区
分されている (加納，1990；Takahashi et al.，2010)．本地域では飛驒花崗岩類は飛驒帯
にのみ分布する．

7. 1　飛驒古期花崗岩類
　飛驒古期花崗岩類は，宇奈月地域では細～中粒普通角閃石斑れい岩からなる音谷斑れ
い岩とそれに貫入する粗粒黒雲母花崗岩からなる宇奈月花崗岩が密接に伴って分布し，
その北部で中粒黒雲母花崗岩からなる舟川花崗岩と優白質花崗岩からなる負釣山花崗岩
が密接に伴って分布する．これらは弱いマイロナイト化を受けている．竹内ほか (2021) 
では小川温泉西方に分布する粗粒赤色花崗岩は飛驒新期花崗岩類とされたが，CHIME モ
ナザイト年代 (西上原ほか，2005) や捕獲岩の接触変成作用の性質 (廣井，2022) から，竹
内ほか (2021) によってジュラ紀の年代が報告された小川温泉周辺の岩体のみを飛驒新期
花崗岩類とし，断層で接するそれ以西の岩体を飛驒古期花崗岩類とした．宇奈月変成岩
類と断層で接する上盤側には花崗岩起源の烏帽子山マイロナイトが分布する．烏帽子山
マイロナイトからは Rb–Sr 鉱物年代として約 230 Ma が報告されており (Katoh et al.，
1989)，竹内ほか (2017a) は烏帽子山マイロナイトを飛驒古期花崗岩類の構成岩類とし

た．奥井 (1985) 及び富山県農地林務部農村整備課編 (1993) はエボシ山衝上断層の西側
に分布する圧砕岩を飛驒変成岩類がマイロナイト化したものとした．今回，烏帽子山周
辺～僧ヶ岳にかけての稜線付近に深成岩組織を残した花崗岩マイロナイトが分布するこ
とが判明したので，烏帽子山マイロナイトの分布は烏帽子山の南方へ広がっていると考
え，これまで飛驒変成岩類起源の圧砕岩とされた範囲の一部を飛驒古期花崗岩類の烏帽
子山マイロナイトとした．また，飛驒変成岩類の西側にはピンク色を呈するカリ長石の
ポーフィロクラストが特徴的な眼球状花崗岩マイロナイトが分布し，さらに西側には中
粒黒雲母花崗岩～花崗閃緑岩からなる早月川花崗岩が分布する．宇奈月地域の宇奈月花
崗岩と舟川花崗岩からは 258 ～ 229 Ma のジルコン U–Pb 年代が (Horie et al.，2010，
2013，2018；竹内ほか，2021)，早月川地域の眼球状マイロナイトからは 250 ～ 240 Ma
のジルコン U–Pb 年代が (Ishizaka and Yamaguchi，1969；Takahashi et al.，2010；Zhao 
et al.，2013；Yamada et al.，2021)，早月川花崗岩からは約 227 Ma のジルコン U–Pb 年
代が報告されている (竹内ほか，2021)．

7. 2　飛驒新期花崗岩類
　飛驒新期花崗岩類は，粗粒塊状の黒雲母花崗岩～石英閃緑岩からなる毛勝岳花崗岩 (原
山ほか，2000)，中粒石英閃緑岩で，多数の変成岩を捕獲岩として包有し，一部でミグマ
タイト化が認められる弥太蔵谷石英閃緑岩 (竹内ほか，2017a) 及び普通角閃石石英閃緑岩
からなる．これらは飛驒変成岩類･宇奈月変成岩類・飛驒古期花崗岩類に貫入する．弥太
蔵谷石英閃緑岩と他の岩体の関係は不明だが，放射年代は後述の通り，普通角閃石石英
閃緑岩より若い．毛勝岳花崗岩からは 196.1 ± 18.8 Ma の Rb–Sr 全岩アイソクロン年代 (田
中・加々美，1987) や 192.0 ± 2.4 Ma のジルコン U–Pb 年代 (竹内ほか，2021) が報告され
ている．普通角閃石石英閃緑岩からは 195.6 ± 2.0 Ma のジルコン U–Pb 年代が報告されて
いる (竹内ほか，2021)．弥太蔵谷石英閃緑岩からは 191.1 ± 0.3 Ma や 189.2 ± 2.2 Ma のジ
ルコン U–Pb 年代が報告されている (Horie et al.，2013；竹内ほか，2021)． 

( 竹内　誠・坂野靖行 )

8. 1　下部ジュラ系来馬層群
　来馬層群は陸成～海成下部ジュラ系で，大江山帯の超苦鉄質岩類や蓮華帯の蓮華変成
岩類を不整合に覆うとされている (小林ほか，1957；竹内ほか，2017a)．来馬層群分布域
の西側の犬ヶ岳地域と東側の来馬地域では層序区分が異なっている．犬ヶ岳地域の来馬
層群は，下位より漏斗谷層・北又谷層・似虎谷層・寺谷層・榀谷層・大滝谷層に区分される．
来馬地域では，下位より蒲原沢層，大所川層及びヨシナ沢層に区分される．漏斗谷層は
蒲原層，北又谷層は大所川層，似虎谷層はヨシナ沢層にそれぞれ対比されるが，犬ヶ岳
地域の寺谷層・榀谷層・大滝谷層に対比される地層は来馬地域には分布しない．来馬地
域の蒲原沢層や大所川層では石炭を含み，恐竜の足跡が発見されており，陸成層が多い
が，犬ヶ岳地域のそれらに対比される漏斗谷層や北又谷層では石炭はほとんど含まれず，
海生から汽水生化石が多産し，犬ヶ岳地域の地層の方がより海洋環境が強い (小林ほか，
1957；Hayami，1961，1990；畠山，1995；小谷村恐竜化石学術調査団，2000)．犬ヶ岳
地域の寺谷層から大滝谷層は海成層が主体となり，寺谷層からは上部プリンスバッキア
ン階，大滝谷層からは上部トアルシアン階のアンモナイトが報告されている (Sato，
1955；Nakada et al.，2021)．また，漏斗谷層・蒲原沢層・北又谷層の凝灰岩や砂岩から
約 189 ～ 186 Ma のジルコン U–Pb 年代が報告され，来馬層群下半部の漏斗谷層から寺谷
層はプリンスバッキアン期に堆積したとされている (竹内ほか，2017b)．

8. 2　下部白亜系手取層群
　本地域の手取層群は陸成の下部白亜系で，下位の水上谷層と上位の黒菱山層に区分さ
れる (竹内ほか，2015)．水上谷層は，下部は凝灰質泥岩，凝灰質砂岩，砂岩，礫岩からなり，
中部は黒色泥岩，砂岩，礫岩からなり，上部は，礫岩や砂岩を挟む泥岩を主体とする．
下部の凝灰質泥岩と凝灰質砂岩はしばしば赤紫色や淡緑色を呈する．黒菱山層は細～中
礫礫岩と中～粗粒砂岩からなる．本地域の手取層群から示準化石は報告されていない．
竹内ほか (2015) は水上谷層下部の凝灰質砂岩・砂岩や本層群に貫入するデイサイト岩脈
のジルコン U–Pb 年代から，本層群の堆積年代を 123 ～109 Ma のアプチアン期とした．

8. 3　下部～上部白亜系堆積岩類
　下部～上部白亜系堆積岩類は尻高山層・内山層・赤禿山層などである．尻高山層は大
江山帯の超苦鉄質岩類を不整合に覆う，砂岩を主とし，礫岩を挟む．礫岩にはチャート
やオーソコーツァイトの礫を含む (竹内ほか，2015)．内山層は安山岩及び流紋岩質火山
砕屑岩や溶岩を挟む砂岩，礫岩からなる (竹内ほか，2015)．また，赤禿山層は礫岩・砂岩・
赤色苦鉄質凝灰岩・白色珪長質凝灰岩からなる (長森ほか，2010)．これらの地層から示
準化石は報告されていないが，尻高山層や内山層から最も若いジルコン U–Pb 年代として
約 110 Ma が報告され (竹内ほか，2015)，これらを覆う親不知層から 96.6 ± 4.8 Ma の全
岩 K–Ar 年代が報告されている (山田ほか，2001) ため，尻高山層や内山層は 110 ～96.6 
Ma 頃に堆積したものである．赤禿山層からは砂質安山岩凝灰岩より 94.2 ± 5.9 Ma のジル
コンフィッショントラック年代が報告されている (石橋，1986)．

8. 4　上部白亜系～古第三系火山岩類
　新潟－富山県境地域には安山岩～デイサイトの溶岩及び火山砕屑岩からなる親不知層 
(吉村・足立，1976) 及び共通した岩石学的特徴を示す火山砕屑岩類からなる一本松山層 (白
石，1992) が分布する．親不知層のざくろ石含有デイサイトより83.8 ± 5.3 Maのフィッショ
ントラック年代，111.4 ± 2.1 Ma と 109.2 ± 0.8 Ma のジルコン U–Pb 年代が報告されてお
り (竹内ほか，2017a)，また，親不知層の安山岩から，96.6 ± 4.8 Ma と 89.7 ± 4.5 Ma の
全岩 K–Ar 年代が報告されている (山田ほか，2001)．一方，一本松山層のデイサイト凝灰
角礫岩からは 66.4 ± 2.4 Ma のフィッショントラック年代が報告されており (石橋，
1986)，親不知層より若い年代を示す．しかしながら，下位に上部白亜系を伴うこと，岩
相が類似することから，一本松山層を親不知層に対比した．
　親不知層や一本松山層を不整合に覆う流紋岩溶結火山礫凝灰岩を主体とする陸成層
は，長野県と新潟県では石坂層 (富沢・北原，1967)，富山県東部では烏帽子山層 ( 藤井，
1959) とされ，石英と黒雲母斑晶に富むことで特徴付けられる．溶岩及び礫岩を伴う．白
馬岳北方の鉢ヶ岳東面や黒薙川支流，毛勝岳北東の稜線付近には類似する岩石学的特徴
を持つ溶結凝灰岩の小分布がある．石坂層と烏帽子山層は岩相と年代が共通しており，
フィッショントラック年代では 58 ～54 Ma (原山，2006；長森ほか，2010)，U–Pb 年代で
は 65.6 ± 0.48 Ma が得られている ( 竹内ほか，2017a)．富山県西部を模式地とする太美山

やり

つち

え

おい

け

や

いぬ

じょうご ご てら しな

がま どころ

みず くろ

しり あか

しらず

いっ

はち くろ

ふと

たけが

ざわくら

やましぼ

だけかち

だにぞうた

だけが

だに

ざわはら

やね

がわおお

だに たに

だにかみ やまびし

やまたか やまはげ

おや

やままつぽん

たけが がわなぎ

やまみ

やまつるし

6．飛驒帯の中生界

7．中生代の飛驒花崗岩類

8．ジュラ系～古第三系堆積岩類・火山岩類



層群 (池邊，1950) は流紋岩溶岩及び溶結火山礫凝灰岩を主体とするが，石坂層及び烏
帽子山層に比べて斑晶量が少ない片貝川以西までを太美山層群とした．フィッショント
ラック年代は 62～56 Ma，U–Pb 年代は 71～69 Ma とされている (金子ほか，2019)．

8. 5　古第三系火山岩類 ( 能登半島北部宇出津地域 )
　能登半島北部の宇出津地域に分布する古第三系は主に火山岩からなる高洲山層 (増
田，1954) である．安山岩溶岩・火山砕屑岩・貫入岩を主体とし，玄武岩溶岩・火山砕屑岩，
礫岩，砂岩を含む (吉川ほか，2002；尾崎，2010 など)．高洲山層からは 29 ～20 Ma の
全岩 K–Ar 年代が得られているが (柴田ほか，1981；塚本，1988；吉川ほか，2002)，能
登町太田原及び鮭尾付近の安山岩からは 57 ～ 52 Ma の全岩 K–Ar 年代が得られている 
( 塚本，1988)．よって，暁新世～始新世の火山岩類が分布する可能性があるが，正確な
分布は不明なため，高洲山層に含めた．

8. 6　未区分中生界
　白馬岳付近には，固結した礫岩，砂岩及び泥岩からなる地層が分布する．周囲の地層
とは断層で接したり，より新期の貫入岩に貫入されたりしている．大江山帯の超苦鉄質
岩類に伴っている場合が多く，岩相は下部ジュラ系来馬層群に類似するが，年代不詳の
ため，未区分中生界とした．

( 竹内　誠・古川竜太 )

　白亜紀以降の貫入岩類は主に飛騨山脈地域に分布するが，東部のフォッサ・マグナ地
域にも鮮新世～更新世の貫入岩が分布する．飛騨山脈地域の貫入岩類はジルコン U–Pb
年代データにより貫入年代が詳細に明らかになった (原山ほか，2010；原山，2015；Ito 
et al.，2013；竹内ほか，2015)．
　本地域の白亜紀以降の貫入岩類は，前期白亜紀末 (約 110 Ma)，後期白亜紀初頭 (100
～ 90 Ma)，古第三紀初頭 (65 ～ 60 Ma)，前期中新世 (約 20 Ma)，後期中新世 (約 9 
Ma)，前期鮮新世 (約 5 Ma)，後期鮮新世 (約 3 Ma)，更新世 (2 ～ 1 Ma) のステージに活
動している (原山，2015；原山ほか，2010；Ito et al.，2013；竹内ほか，2015)．前期白
亜紀末の貫入岩はざくろ石を含有する黒雲母普通角閃石デイサイトの岩脈からなる (竹
内ほか，2015)．後期白亜紀初頭の貫入岩は，北又谷トーナル岩と青海花崗岩である．
北又谷トーナル岩は中粒の普通角閃石黒雲母トーナル岩～花崗閃緑岩 (原山ほか，2010) 
で，約 100 MaのジルコンU–Pb年代 (Ito et al.，2013) が，89～ 85 MaのK–Ar年代 (野沢，
1970；内海ほか，1995) が報告されている．青海花崗岩は中～粗粒白雲母黒雲母花崗岩
で，最も若い年代で 90.8 Ma のジルコン U–Pb 年代が得られている (長森ほか，2018)．
古第三紀初頭の貫入岩は粗粒黒雲母花崗岩～普通角閃石黒雲母花崗岩及び細～中粒優白
質黒雲母花崗岩からなる有明花崗岩である (石沢，1982)．有明花崗岩からは 62.3 ± 3.1 
Ma の黒雲母 K–Ar 年代 (加藤・佐藤，1983) や 65 Ma 前後のジルコン U–Pb 年代 (Ito et 
al.，2013) が報告されている．前期中新世の貫入岩は岩株や岩脈として産する珪長岩で，
鑓ヶ岳付近の珪長岩より 22.2 ± 0.3 Ma の全岩 K–Ar 年代が報告されている (内海ほか，
1995)．また，唐松沢斑れい岩は普通角閃石単斜輝石斑れい岩からなり，17.2 ± 1.7 Ma
の全岩 K–Ar 年代が報告されている ( 新エネルギー・産業技術総合開発機構，1999)．
内蔵助花崗岩は後期中新世の貫入岩である．内蔵助花崗岩は斑状黒雲母花崗岩からなり 
(原山ほか，2010；原山，2015)，9.5 ～ 9.1 Ma のジルコン U–Pb 年代を示す (Ito et al.，

2013)．前期鮮新世の貫入岩は志合谷花崗閃緑岩，大黒閃緑岩 ( 原山，2015)，乗鞍沢閃
緑岩 ( 新エネルギー・産業技術総合開発機構，1999) からなる．志合谷花崗閃緑岩は中
～粗粒等粒状普通角閃石黒雲母花崗閃緑岩からなり (原山ほか，2010；原山，2015)，
5.5 ～ 5.4 Ma のジルコン U–Pb 年代を示す (Ito et al.，2013)．大黒閃緑岩は中野ほか 
(2002) で大黒岳花崗閃緑岩とされたもので，細粒普通角閃石黒雲母花崗閃緑岩～トー
ナル岩からなる主岩相と斜長石と黒雲母斑晶が目立つ細粒花崗閃緑岩からなる周縁相に
区分される．大黒閃緑岩からは 4.45 ± 0.12 Ma の黒雲母 K–Ar 年代が報告されている (内
海ほか，1995)．乗鞍沢閃緑岩は普通角閃石を含有する細～中粒直方輝石単斜輝石黒雲
母閃緑岩で (中野ほか，2002)， 5.0 ± 0.7 Ma の全岩 K–Ar 年代が報告されている (新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構，1999)．後期鮮新世の貫入岩は欅平閃緑岩，猫又花崗岩，
十字峡閃緑岩，名剣閃緑岩及び蓮華岳花崗閃緑岩からなり，細～中粒黒雲母花崗岩及び
黒雲母普通角閃石花崗閃緑岩～トーナル岩である (原山ほか，2010)．これらの岩体から
3 Ma 前後の黒雲母や普通角閃石 K–Ar 年代が報告されている (中野ほか，2002；原山ほ
か，2010)．更新世の貫入岩は黒部川花崗岩で細～中粒黒雲母花崗岩からなり，西部 (岩
体下部 ) で等粒状，東部 ( 岩体上部 ) で斑状組織をし，岩体の西縁部を除き，苦鉄質マ
グマ起源包有岩を多数含む (原山ほか，2010)．黒部川花崗岩からは，岩体西縁部で 0.8 
Ma，東部で 2.2 Ma のジルコン U–Pb 年代が，黒雲母 K–Ar 年代は西縁部で 0.6 Ma 前後，
東縁部で 1.2 Ma，ジルコンフィッショントラック年代は西縁部で 0.8 Ma，東縁部で 1.9 
Ma の年代が報告されている (原山ほか，2010；Ito et al.，2013)．唐松沢から唐松岳に
かけての地域に安山岩岩脈が貫入している．この安山岩からは年代は報告されていない
が，珪長岩に貫入しており，前期中新世以降の活動と見なされる．
　糸魚川－静岡構造線より東側の北部フォッサ・マグナ地域には中新世から第四紀にか
けて貫入した流紋岩，デイサイト，安山岩及び玄武岩が分布する．特徴的なものとして，
鮮新統海川層に貫入する安山岩及びデイサイトは 3.6 ～ 2.4 Ma 前後のフィッショント
ラック年代，雨飾山及び大渚山の安山岩～流紋岩の貫入岩体は 1 Ma 前後の前期更新世
のフィッショントラック年代を示す (長森ほか，2010)．周囲には高妻山，鉾ヶ岳，火打
山付近で同時期の貫入岩が見られる．

( 竹内　誠・古川竜太・長森英明 )

　本地域に分布する中新統から下部更新統の堆積岩類及び中新統から鮮新統の火山岩類
を，北部フォッサ・マグナ地域，富山県中～東部地域，富山県西部～能登半島東部，能
登半島北部 ( 宇出津地域 ) の各地域に分けて記述する．中新統から下部更新統は，北部
フォッサ・マグナ地域では非常に厚く，断層及び褶曲が発達する．一方，糸魚川－静岡
構造線以西では層厚が薄く，断層は発達するが褶曲による変形は少ない．

10. 1　北部フォッサ・マグナ地域
　本地域の東部域は，西端を糸魚川－静岡構造線とする北部フォッサ・マグナ地域の北
西端に位置する．糸魚川－静岡構造線に相当する断層は，横川断層 ( 細かく分断してい
るため地質図では断層名を省略，詳細は長森ほか (2010) 参照 ) 及び伏在する沓掛断層
である．北部フォッサ・マグナ地域の層序は，持京断層，小谷－中山断層，姫川断層によっ
て区切られた地域別に層序が構築されている．本報告では，一部を除いて 5 万分の 1 地
質図幅 ｢白馬岳｣ (中野ほか，2002)，｢小滝｣ ( 長森ほか，2010)，｢糸魚川｣ ( 長森ほか，
2018) の層序に従う．この地域では，化石層序に有効な微化石の産出に乏しく，年代
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9．白亜系～第四系貫入岩類

10．中新統～下部更新統堆積岩類・新第三系火山岩類
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第1図 　北部フォッサ・マグナ地域における中新統～中部更新統の層序対比図
　　　　本図は中野ほか (2002)，長森ほか (2010)，長森ほか (2018) に基づき作成した．
　　　　戸倉山層と跡杉山層は，糸魚川‒静岡構造線の相当断層である横川断層西側の西南日本域に小規模に分布する．



論は主に K–Ar やフィッショントラックの年代値で構築されている ( 中野ほか，2002；
長森ほか，2010；長森ほか，2018 など )．第 1 図に本地域の中新統～下部更新統の層序
対比図を示す．
　姫川断層以北の層序は，下位より平倉山層 (富沢・北原，1967)，山本層 (吉村・石橋，
1979)，今井層 (吉村・石橋，1979)，仙翁沢層 (宮下，1968)，鰐口層 (藤本ほか，
1951)，前沢層 (宮下，1968)，根知層 (鈴木ほか，1985)，海川層 (島津ほか，1976)，谷根層 (長
森ほか，2010)，名立層 (藤本ほか，1951)，跡杉山層 (長森ほか，2010) に区分される．
鰐口層と仙翁沢層は同時異相の関係にある．糸魚川図幅地域に分布する名立層の最下部
は東方の高田西部図幅地域の川詰層に対比される (長森・渡辺，2018)．これらのうち，
平倉山層，山本層，今井層は，糸魚川－静岡構造線を越えて西側にも小規模に分布する．
戸倉山層 (石橋，1986，長森ほか，2010)，跡杉山層は糸魚川－静岡構造線の西側のみに
分布するため北部フォッサ・マグナ地域の範囲外であるが，本章で取り扱う．姫川断層
と小谷－中山断層に挟まれた地域の層序は，下位より天狗原山層 (Akahane，1978)，小谷
温泉層 (田中ほか，1971)，雨中層 (小林，1950)，奉納層 (富沢・北原，1967)，曲師谷層 
(Akahane，1978)，細貝層 (小林，1950) に区分される．小谷温泉層と天狗原山層は指交
関係にある．小谷－中山断層と持京断層間の層序は，下位より柳沢層 (千地，1955)，戸
隠山層 (八木，1955)，田ノ頭層 (千地，1955)，日影層 (千地，1955) に区分される．持京
断層以東の層序は，下位より西京層 (富沢，1953)，論地層 (鈴木，1938)，高府層 (千地，
1955) に区分される．
　前期中新世の戸倉山層は流紋岩溶岩及び溶結火山礫凝灰岩からなり，平倉山層は安山
岩火山砕屑岩を主体として，溶結火山礫凝灰岩を伴う．中期中新世前半の山本層は玄武
岩～無斑晶状安山岩溶岩及び火山砕屑岩，今井層は流紋岩の火山砕屑岩及び溶岩からな
る堆積物で，水中堆積の岩相を示す．これらの火山岩類は，日本海拡大時に西南日本弧
と東北日本弧の弧間リフト (高橋，2006) 形成期に起こったフォッサ・マグナ西縁の火山
活動によるものと解釈される．
　中期～後期中新世には主に砂質泥岩や塊状泥岩からなる仙翁沢層，小谷温泉層，西京
層が堆積した．この時期の火山噴出物は玄武岩火山砕屑岩からなる鰐口層，安山岩～玄

武岩火山砕屑岩及び溶岩からなる天狗原山層に限られる．
　後期中新世末期以降，堆積場が相対的に浅海化し，地域ごとに岩相の変化が多様化す
る．後期中新世末期から鮮新世にかけて小谷－中山断層以西では塊状砂質泥岩，泥岩，
泥質砂岩からなる，根知層，名立層・谷根層，雨中層，曲師谷層，砂岩からなる前沢層
が堆積し，全体的に泥岩が卓越する．一方，小谷－中山断層以東では，砂岩，泥岩から
なる柳沢層，論地層，主に泥岩や砂質泥岩からなる田ノ頭層，高府層が堆積し，砂岩が
卓越する．鮮新世の海底火山噴出物として，安山岩火山砕屑岩主体の戸隠山層，海川層
が形成された．約 4 Ma に礫岩からなる奉納層，約 3 Ma に粗粒砂岩及び礫岩からなる細
貝層，礫岩や砂岩からなる日影層が堆積し，粗粒堆積物が供給され始める．前沢層下部
から塩原動物群，前沢層上部，雨中層，田ノ頭層及び高府層から大桑－万願寺動物群に
対比される軟体動物化石が産出する (斎藤ほか，1972)．このほか，流紋岩の溶結火山礫
凝灰岩からなる陸成の跡杉山層が横川断層の西側に小規模に分布する．

10. 2　富山県～石川県
　糸魚川－静岡構造線以西の北陸堆積盆地東部に分布する新第三系は，槇山 (1930) を始
めとする多くの研究により，富山県央に位置する八尾地域 ( 南隣の高山図幅内 ) において
模式的な層序が構築されている．その層序は，下位より楡原層，岩稲層，黒瀬谷層，東
別所層，天狗山層，音川層，三田層，呉羽山層下部に区分される (坂本ほか，1959；絈野ほか，
1961；坂本，1966；相馬，1982；早川・竹村，1987；富山県，1992；中嶋ほか，2019 など )．なお，
音川層は不整合が内在することが推定されており，下部と上部に分けられている (中嶋ほ
か，2019)．北陸堆積盆地東部に分布する地層は，諸地域の地層の層序単元を模式層序の
部層として扱う事例が多い．しかしながら，岩相変化に富み，不整合の形成時期などが
地域によって異なることから，本報告では各層の層序単元を層 (Formation) に統一した．
各層の対比を第 2 図に示した．八尾地域層序の年代論は中嶋ほか (2019) に従った．
　本報告の層序は，一部を除いて，5万分の1地質図幅 ｢泊｣ (竹内ほか，2017a)，｢魚津｣ (角・
野沢，1973)，｢富山｣ ( 坂本，1963)，｢虻ヶ島｣ ( 今井ほか，1966)，｢小口瀬戸｣ ( 今井，1965) 
の各層序に従う．富山県中～東部の層序対比は長森・渡辺 (2023) による． 
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　　　　呉羽山丘陵からその南方の音川地域 (図幅範囲外) の層序は北陸堆積盆の模式層序である．
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　　　　子，2001；長森・渡辺，2023．片貝川‒黒部川：角・野沢，1973；金子，2001；長森・渡辺，2023，竹内ほか，2017a．黒部川以東：竹内ほか，2017a)



10. 2. 1　富山県中～東部地域
　この地域の中新統から下部更新統は，南東側の山地の縁に沿って南西－北東方向に細
長い分布を示し，北西側に向かって新しい地層が累重する単斜構造を示す．早月川，片
貝川，黒部川，小川などの大きい河川沿いに伏在する断層によって分布の連続が分断さ
れる．模式地域の八尾地域にある楡原層及び岩稲層は陸成及び浅海成・湖成の堆積岩及
び火山岩類であるが (中嶋ほか，2019)，本地域には分布しない．
　黒部川以東の層序は，下位より雁蔵層 (市村，1935)，笹川層 (市村，1935)，最禅層 ( 藤井，
1959)，高畠層 (藤井，1959)，横尾層 (藤井，1959) に区分される．笹川層の同時異相と
して羽入層 (伊藤，1985) が分布する．横尾層は火山岩類からなる宮崎層 (11章参照) と指
交関係にある．常願寺川～黒部川間の層序は，下位より医王山層 (藤田・中川，1948)，
福平層 (今村ほか，1951)，坪野層 (角・野沢，1973)，釈泉寺層 (野沢・坂本，1960)，高畠層 (今
村ほか，1951)，音川層 (藤田・中川，1948) 上部，室田層 (今村ほか，1951)，呉羽山層下部 (今
村，1932) に区分される．庄川～常願寺川間は音川層上部，安養坊層 (藤井・坂本，
1961) 及び長慶寺層 ( 藤井・坂本，1961) が分布する．模式的な音川層は砂岩からなるが，
この地域では砂質泥岩から構成される．
　日本海拡大に伴う前期中新世のリフト堆積盆形成期に生じた安山岩～デイサイトの火
山噴出により医王山層，福平層，雁蔵層が堆積した (中嶋ほか，2019；山田・高橋，
2021)．八尾地域の黒瀬谷層に対比される福平層からは八尾－門ノ沢動物群の軟体動物化
石，マングローブの花粉化石が産出する (金子，2001)．前期中新世の末期に進んだ堆積
盆の急激な沈降により深海化が生じ (中嶋ほか，2019)，凝灰質砂岩からなる坪野層，羽
入層が堆積した後，主に泥岩～砂質泥岩からなる釈泉寺層，笹川層，最禅層が堆積した．
これらの地層は八尾地域の東別所層に対比される．中期中新世には海成砂岩からなる高
畠層が堆積するが，その分布は片貝川以東に限られる．後期中新世に海成砂岩からなる
音川層の上部が堆積した．本層からは塩原動物群と種構成が類似する軟体動物化石が産
出し，音川動物群と呼称される (清水・藤井，1995；小笠原ほか，1989)．後期鮮新世に
浅海で堆積した室田層は礫岩，砂岩及び泥岩からなり，下位層を不整合で覆う．従来呉
羽山礫層とされていた礫岩層は，挟在するテフラの対比から不整合を挟み上下に区分さ
れた (田村，2005)．前期更新世には呉羽山層下部が堆積した．室田層及び呉羽山層下部を
構成する礫の供給は，3.5 Ma以降の飛騨山脈の急速な隆起を反映したとされる (田村，2005)．
10. 2. 2　富山県西部～能登半島東部地域
　この地域の層序は，二上山丘陵地域，氷見地域，崎山半島地域，能登島地域，宇出津
地域において，それぞれの層序区分がなされている．地質図では，年代及び岩相が対比
される地層をまとめて図示した．二上山丘陵の層序は，下位より鉢伏層 (池邊ほか，
1951)，二上層 (池邊ほか，1951)，矢田層 (坂本，1963)，城光寺層 (池邊ほか，1951) に
区分される．二上山丘陵地域の年代に関する情報は極めて少ない．東西方向に延びるコ
ロサ断層より南側の氷見地域の層序は，下位より穴水層 (鈴木，1950)，石動山層 (久保・
鈴木，1950)，懸札層 (久保・鈴木，1950)，大泊層 (絈野ほか，1957)，中波層 (絈野ほか，
1957)，中田層 (大塚，1935)，姿層 (池邊，1949；絈野ほか，1957)，阿尾層 (池邊，
1949；絈野ほか，1957)，薮田層 (槇山，1930) に区分される．なお，穴水層は能登半島
北部の最下部層を構成する安山岩類とされていたが，時代の異なる火山岩が一括されて
いることが明らかとなっている (尾崎，2010)．このため，年代値などによる再検討が必
要である．コロサ断層以北の崎山半島の層序は，下位より穴水層，百海層 (大塚，
1935)，庵層 (大塚，1935)，虫崎層 (池邊，1949；Kaseno，1963)，赤崎層 (Kaseno，
1963)，崎山層 ( 池邊，1949；Kaseno，1963) に区分される．最下部層の安山岩類は，氷
見地域と同様に穴水層に対比されている．能登島の層序は，下位より須曽層 (桑野，
1951)，縁繋層 (大塚，1935)，二穴層 (桑野，1951)，野崎層 (大塚，1935) に区分される．
以上の地層はいずれも海成層である．
　氷見から崎山半島地域にかけて分布する穴水層，石動山層，懸札層，大泊層，百海層は，
年代値の報告がないが，凝灰岩からなる大泊層が八尾地域の黒瀬谷層最上部の山田中凝
灰岩層に対比されている (絈野，1990) ことから，八尾地域の黒瀬谷層以下の層準に相当
する．前期中新世末期から中期中新世最初期に堆積した泥岩ないし砂岩からなる中波層，
庵層，須曽層は，八尾地域の東別所層に対比される．これらの最上部には海緑石が認め
られており，堆積速度が著しく減少していた．後期中新世前半に堆積した泥岩からなる
姿層，虫崎層，縁繋層は，八尾地域の音川層下部に対比される．姿層の最上部に海緑石
が産出する．後期中新世後半から鮮新世にかけて堆積した泥岩・砂質泥岩及び砂岩から
なる阿尾層，赤崎層，二穴層は，八尾地域の音川層に対比される．鮮新世に堆積した泥岩，
砂岩及び石灰質砂岩からなる薮田層，崎山層，野崎層は，八尾地域の三田層に対比される．
氷見地域では，阿尾層と薮田層がオンラップ不整合で姿層を覆う (渡辺，1990)．
10. 2. 3　能登半島北部 ( 宇出津地域 )
　本地域の新第三系は下部～中部中新統の堆積岩類と火山岩類からなる．下部中新統は
堆積岩類の縄又層 (市川・絈野，1955，絈野編，1993)，火山岩類は下部の合鹿層 (吉川ほか，
2002) 及び神和住層 (吉川ほか，2002) と，上部の宝立山層 (吉川ほか，2002) である．縄
又層と合鹿層及び神和住層は同時異相の関係にある (尾崎，2010)．縄又層は能登半島北
部の中央部で高洲山層を覆う陸成層で，主に砂岩，砂岩泥岩互層，礫岩からなり，デイ
サイト溶結凝灰岩・デイサイト火山砕屑岩や玄武岩溶岩が挟在する (絈野ほか，1999 な
ど )．全体として北西へ緩く傾斜し，火山岩類との層序関係から，本層は前期中新世の堆
積物と考えられている．縄又層の北東延長域に分布する火山岩類は，デイサイト及び安
山岩からなり，礫岩，砂岩，泥岩や貫入岩 ( 玄武岩，安山岩 ) を伴うもので，合鹿層及び
神和住層に区分される (吉川ほか，2002)．これら火山岩類は5万分の1地質図幅 ｢珠洲岬，
能登飯田及び宝立山｣ 地域以外では区分が困難なため，一括して示した．合鹿層はデイサ
イト火砕岩 ( 溶結 ) を主体とし，輝石デイサイト溶岩を伴い，砂岩，礫岩，泥岩を挟み，
高洲山層を不整合に覆う (吉川ほか，2002)．フィッショントラック年代及び全岩 K–Ar 
年代は 25 Ma 前後である ( 吉川ほか，2002)．神和住層は，無斑晶状安山岩溶岩を主体と
して，砂岩，礫岩，泥岩，デイサイト火山砕屑岩，亜炭層を挟み，合鹿層を整合で覆う (吉
川ほか，2002)．無斑晶状安山岩溶岩の全岩 K–Ar 年代は 23 ～ 20 Ma である ( 柴田ほか，
1981；塚本，1988)．宝立山層は，デイサイト火山砕屑岩を主体とし，ドーム状の輝石デ
イサイト～流紋岩溶岩・貫入岩のほか，泥岩，砂岩，礫岩を伴う (吉川ほか，2002)．デ
イサイト火山砕屑岩及び輝石デイサイト～流紋岩のフィッショントラック年代や上位層
の珪藻化石年代から 19.5 ～ 18 Ma の年代範囲とされる (吉川ほか，2002)．中部中新統は
東印内層 (吉川ほか，2002) 及び前波層 (絈野ほか，1965) が分布する．東印内層は礫岩，
砂岩及び黒色塊状泥岩からなる内湾～浅海堆積物で，前期中新世火山岩類を不整合に覆
い，岩相の側方変化が著しく，当時の浸食谷を埋めた地層と考えられる (吉川ほか，
2002)．前波層は浅海成の石灰質砂岩で，穴水町の前波に分布する (絈野ほか，1965)．

( 長森英明・古川竜太 )

　火山地形は残存していないが，本地域内の第四紀前期更新世の火山岩は，飛騨山脈中
の唐松岳の南に安山岩溶岩，流紋岩溶岩及び流紋岩溶結凝灰岩の爺ヶ岳火山岩類，飛騨
山脈東麓のデイサイトの岩蕈山溶結凝灰岩，糸魚川－静岡構造線の東側にデイサイト及
び安山岩の火山砕屑岩である岩戸山層，富山平野東縁に分布する安山岩溶岩及び火山砕
屑岩からなる宮崎層 (2.4 Ma 頃：西来ほか，2014)，西頸城山地の北西海岸付近に分布す
るデイサイト～安山岩火山砕屑岩からなる猿倉層，デイサイト火山砕屑岩からなる江星
山層 (1.7 ～ 0.9 Ma 頃：大場，2006，2009；五十嵐，2010；古川・長森，2018) 及び安山
岩火山砕屑岩からなる高峰層と同時異相関係にある梶屋敷層 (1 ～0.7 Ma 頃：古川・長森，
2018) が分布する．
　本地域内の火山地形が残る火山は中期更新世以降の火山で，飛騨山脈の白馬大池火山
と西頸城山地の新潟焼山火山がある．白馬大池火山は，0.8 Ma から完新世まで活動をし
た安山岩～デイサイトの火山で，0.8 Ma，0.6 ～ 0.5 Ma に活動した旧期火山と 0.17 Ma 以
降に活動した新期火山に大きく 2 分される．7 万年前以後には，火山体の北部の風吹大池
周辺のみで火山活動があり，完新世にも活動があった (及川・中野，2020)．また，1911
年に崩壊 ( 稗田山崩れ ) が発生し，岩屑なだれ堆積物を形成した．新潟焼山は，完新世か
ら活動を開始した安山岩～デイサイトの若い火山である．本地域の北東部の狭い範囲に，
火砕流堆積物や土石流堆積物からなる当該火山起源の火山砕屑物が分布する．

( 及川輝樹 )

　中期更新世の堆積物は，呉羽丘陵に分布する呉羽山層上部がある．本層の形成は，挟
まるテフラ層の対比や年代から 0.65 Ma 頃であり，飛騨山脈西縁に分布する呉羽山層下部
とは時代が異なる (田村・山﨑，2004)．二上山丘陵の埴生層 ( 坂本，1963) は，礫，砂及
び泥からなる陸成層で，中期更新統である可能性があるが，年代に関する報告はない．
　中期更新世～完新世の段丘面を構成する堆積物は，堆積物を被覆する指標テフラや比
高から，高位段丘堆積物，約 11 ～ 9 万年前のテフラ層 (三瓶木次，立山 D，鬼界葛原，
阿蘇 4) 以降のテフラに覆われる中位 1 段丘堆積物，大山倉吉テフラ以降のテフラに覆わ
れる中位 2 段丘堆積物，姶良 Tn テフラに覆われる低位 1 段丘堆積物，完新世の低位 2 段
丘堆積物に分けた．各段丘面の区分は，5 万分の 1 地質図幅の他，太田・平川 (1979)，
神嶋ほか (1989)，中村 (2001，2005)，国土地理院 (2005)，松浦ほか (2007)，後藤ほか 
(2015) などの研究を参考に区分した．各指標テフラの年代観から，それぞれの段丘面の
およその離水年代は，高位段丘堆積物は酸素同位体ステージ (MIS) 6 以前，中位 1 段丘堆
積物はMIS5，中位 2段丘堆積物はMIS4，低位 1段丘堆積物はMIS3となる．段丘堆積物は，
主に礫層で構成されるが，能登半島の段丘堆積物は砂・泥層などの細粒なもので構成さ
れることが多く，その他の地域の物と比べて層厚も薄い．
　段丘堆積物以外の完新世の堆積物は，扇状地性堆積物，現河床及び谷底低地堆積物，
海岸平野堆積物，砂丘及び海浜堆積物，斜面堆積物などがある．射水平野や富山平野の
山側には主に礫層からなる段丘化していない扇状地が発達している．特に富山平野の東
側では，扇状地が直接海岸まで広がり，扇状地性三角州 ( ファンデルタ ) を形成している．
扇状地と海岸の間には主に砂・泥層からなる海岸平野堆積物が，海岸では砂層で形成さ
れる砂丘及び海浜堆積物が分布する．本地域の平野部の河川は，近世以降も度々流路が
変化したことが知られているが，現在の河川部分のみ現河川堆積物とし，谷底低地堆積
物と一括して示している．また，山地の緩斜面には主に礫層で構成される緩斜面堆積物
が分布する．さらに，飛騨山脈や西頸城山地には，大規模な地すべりが認められる．海
岸部には大規模な埋立地が存在する．富山城北側から富山駅周辺の旧河道は 1921 年頃ま
で存在した神通川の流路跡を埋め立てたところである．

( 及川輝樹 )

　富山湾の海底地質は，音響基盤が富山トラフの能登半島側斜面では広く分布する．飛
騨側斜面では親不知海岸の沖合でわずかに分布し，前期中新世以前の火成岩類からなる
と推定されるが，火成岩類を覆う粗粒の堆積岩類や中期中新世の粟蔵層などを含む可能
性が高い (岡村，2002)．本地域の海底堆積物は，能登半島南東側で珠洲沖層群，飯田沖
層群，七尾沖層群に区分され，富山トラフでは上越沖層群と富山湾層群に区分される (岡
村，2002)．以下，岡村 (2002) に従って記述する．
　珠洲沖層群は本地域中央北部の能登半島南側斜面に分布し，富山深海長谷に面した崩
落崖から中期中新世の泥岩が得られており，能登半島北部に露出する (本図幅地域内には
分布しない ) 中－上部中新統の珪藻質泥岩を主体とする南志見層 (増田，1954) に対比さ
れる．飯田沖層群は珠洲沖層群をオンラップ不整合で覆う．飯田沖層群下部は上越沖層
群に，上部は富山湾層群に対比され，後期中新世～第四紀の堆積物と考えられる．七尾
沖層群は本地域西部の能登半島東側斜面に分布するが，富山トラフ内の富山湾層群との
関係ははっきりしない．本層群の上部は富山湾層群と同年代と考えられるが，下部は中
新世まで遡る可能性が高い．上越沖層群は富山深海長谷壁と本地域東部の沿岸部に分布
し，海底谷東斜面から鮮新世末～前期更新世の珪藻化石を含む泥岩が得られており，本
層群最上部の年代は約 2 Ma と考えられる．富山湾層群は富山トラフのほぼ全域を覆い，
扇状地性三角州堆積物，チャネル・堤防堆積物，斜面・海盆の堆積物に区分できる．黒
部川前面の扇状地性三角州は幅が約 20 km あり，水深約 900 m まで達するが，姫川のそ
れは幅 8 ～9 km で，水深約 700 m まで広がる．これらの河川では，海岸まで達した陸上
の扇状地がさらに海底まで連続し，河口に直結した顕著な海底谷は発達していないこと
が特徴である．扇状地性三角州の末端では次第に海底谷に収束し，チャネル・堤防堆積
物に漸移する．
　海底地質の断層や褶曲は飛騨山脈と北部フォッサ・マグナの北側の部分に認められ，
褶曲軸や断層面の走向は北東－南西方向を示す．この褶曲帯は東側の西頸城沖隆起帯 ( 岡
村ほか，1994) に連続する．最も西側の背斜構造は親不知海脚を形成し，その陸上延長は
先新第三系からなる飛騨山脈と新第三系及び第四系の境界に相当するが，背斜構造は形
成されていない．これら海域の背斜構造は，一般に北西翼が急傾斜する非対称な断面を
持つ．北西側の翼の基底には逆断層を伴うことがある．富山湾層群は向斜部で厚く，背
斜部で薄くなることから，褶曲構造は第四紀に成長したと推定される．

( 竹内　誠 )
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11．第四紀火山及び火山岩

13．海洋地質

12．中期更新世～完新世の非火山性堆積物



　活断層は，古君断層，高岡断層，射水断層，呉羽山断層帯，神城断層について，それ
ぞれ尾崎 (2010)，後藤ほか (2010)，堤ほか (2002)，中野ほか (2002) を基に図示した．
断層の伏在部は図示していない．なお，富山平野東部の魚津断層 (池田ほか，2002) は，
段丘面の傾動などから変位速度の大きな活断層であるとされた (中村，2005；松浦ほか，
2007)．しかし，最近の構造探査では，この断層直下に基盤を大きく変位させるような
断層は認められず，むしろ現在の海岸線沿い付近に先第三系も含めて大きく変位させる
ような山側傾斜の逆断層が存在することが明らかとなった (Ishiyama et al.，2017)．こ
のように魚津断層の存在や位置などに疑義が生じているため，魚津断層は図示していない．
　古君断層は能登半島北部に位置する北東－南西方向で南東側隆起の変位をする逆断層
で (太田ほか，1976)，その周辺に無名であるが複数の同走向の活断層が存在する．射水
平野の東西縁には砺波平野断層帯が存在し，本地域ではその断層帯を構成する断層とし
て，平野西部には高岡断層，東部には射水断層がある．両断層とも平野側が沈降の変位
をする逆断層である．呉羽山断層帯は呉羽丘陵の東縁にある活断層で北西側が隆起の変
位をする逆断層で，富山平野では一部伏在して富山湾沿岸部とその沖の海底へと延び
る．地震調査委員会 (2008) 及び後藤ほか (2010) によると，高岡断層の上下方向の平均
変位速度は 0.25～ 0.36 m / 千年で，射水断層を含む砺波平野断層帯東部全体の上下方向
の平均変位速度は 0.3～ 0.4 m / 千年程度と推定されている．また，呉羽山断層帯の平均
的な上下方向の平均変位速度は 0.4～0.6 m / 千年程度とされている．
　神城盆地の東縁には糸魚川－静岡構造線活断層系を構成する神城断層が存在する．神
城断層は，東側隆起の変位をする逆断層であり，この断層を含む糸魚川－静岡構造線活
断層系北部の上下方向の平均変位速度は 1～3 ｍ / 千年程度と推定されている (地震調査
委員会，2015)．2014 年 11 月 22 日に，本地域内の神城断層の活動によって Mw6.2 の
長野県神城断層地震が発生し，地表に地震断層が出現した (勝部ほか，2017)．

( 及川輝樹 )

15. 1　金属資源
　本地域東部に金，銀，銅などの金属鉱床が分布する．青海川上流部の蓮華変成岩類に
は熱水性金鉱床 (橋立金山，三本倉鉱山 ) が賦存する．橋立金山からは石英脈中に比較
的粗粒な自然金が産した (宮島，2018)．蒲原温泉付近では，新第三系に金鉱床 (地蔵鉱山) 
が，蛇紋岩中に銅鉱床 (平岩鉱山 ) が胚胎する．飛騨山脈の山岳地帯には銀・鉛・亜鉛
鉱床 (蓮華鉱山) と銅鉱床 (白馬鉱山，大黒銅山) が知られている．大黒銅山の鉱床は接
触交代鉱床である (長島・長島，1960)．本地域中央部の早月川流域には熱水性鉱床とし
て，金・銀鉱床 (松倉金山) 及び金・亜鉛・銅鉱床 (下田金山) が知られている．これら
は加賀藩の金山として採掘され，松倉金山は越中の金銀山の中では桁違いに産出量が多
かったと考えられている (萩原編，2013)．いずれの鉱山もすでに閉山し，現在では稼行
されていない．

15. 2　非金属資源
　青海地域において秋吉帯の石灰岩が大規模に採掘されている．現在稼行しているのは
青海鉱山と田海鉱山であり，令和 2 年度の年間生産量はそれぞれ 179 万 t，261 万 t で
ある (石灰石鉱業協会調査部，2021)．同地域では秋吉帯の珪質岩などがセメント副原料
用にけい石として採掘されている．糸魚川市に分布する新第三系流紋岩火山砕屑物の変
質部分が酸性白土として採掘されている．能登半島の新第三系にはリン鉱床が存在し，
明治から昭和にかけて断続的に採掘された (石川県地方開発事務局編，1953)．

15. 3　その他
　ジュラ系来馬層群中の石炭，第四系呉羽山層中の亜炭及び富山平野海岸部の天然ガス
が一時期採掘された．稼行採石場は本地域東部に点在し新第三紀以前の各種岩石が採掘
されている．能登半島の新第三系から海緑石，マンガン，硫化鉄鉱が採掘された記録が
ある ( 石川県地方開発事務局編，1951)．ひすい輝石岩は蓮華変成岩類に随伴する蛇紋
岩中に蛇紋岩メランジェを構成するブロックとして産するとされており ( 茅原，
1989)，青海川・小滝川流域において巨岩転石として産するものが有名である．本地域
では，金太郎，黒薙，鐘釣，祖母谷，糸魚川，姫川，蓮華，鑓などの多数の温泉が知ら
れており，本地域東部に多く点在する．金原 (1992) に基づいて泉温が 25 ℃以上のもの
を地質図に示した．

( 坂野靖行 )

　20万分の 1 ｢富山｣ の図郭を含む地域の重力異常図 (ブーゲー異常図 ) は日本重力デー
タベース DVD 版 (産業技術総合研究所地質調査総合センター編，2013) などで出版され
ている．日本重力データベース DVD 版作成時には，白馬岳周辺の地域においてデータ
が取得されていなかったため，新たに観測データを追加して統一的に処理・編集した．
重力データの処理は SPECG1988 (地質調査所重力探査グループ，1989) に準じて行い，
地形の起伏の影響を取り除く地形補正については，村田ほか (2018) と同様に行った．
その際，最適な密度は，地形補正の影響が大きくなる山岳部 (北緯 36 度 40 分から 36
度54分，東経137度30分から138度 ) に対してABIC最小化法 (Murata，1993) を用いて，
2.63 g/cm3 と求めた．なお，陸に近い海域部で重力観測が実施されていない領域もある
が，陸域と海域での重力値をつなぐように補間して重力コンターを表示していることに
注意が必要である．
　本地域のブーゲー異常 ( 以下，重力異常 ) は，大局的には南東域に負の重力異常，北
西域に向かって正の重力異常の構造が分布する．特に南東域の顕著な負の重力異常は，
白馬岳を含む標高の高い飛騨山脈の下に地殻が厚く存在することによるアイソスタシー
の成立，あるいは低密度な岩体が地下に伏在することによるものと考えられる (河野，
1983；源内ほか，2002)．北西域の高重力異常は能登半島にそって東北東－西南西方向
に延び，それと並行に富山平野から富山湾にかけて相対的に重力異常が低い．これは能
登半島南縁辺の逆断層に伴う能登半島の隆起と，富山湾の相対的な沈降域に起因してい
ると考えられる (Ishiyama et al.，2017)．
　本地域の重力異常の特徴を明瞭にし，かつ，地質構造との対応を示すために，上方 2 
km の高さにおけるブーゲー異常を計算した上方接続図 ( 第 3 図 )，とブーゲー異常図
から上方接続図を広域トレンドとして除去した上方接続残差図 ( 第 4 図 ) を示す．ただ

し，ブーゲー異常の計算のために一様な仮定密度を用いているため，実際の岩石密度と
仮定密度に差がある地域では，地形の影響が残っている可能性に注意する必要がある．
｢富山｣ 地域南東部において北北西－南南東方向に局所的な低重力異常域が分布する．
これは，前期更新世の黒部川花崗岩から後期白亜紀の北又谷トーナル岩の分布域に対応
する．富山平野東縁で最も顕著な重力異常の境界は先新第三系の基盤と新第三系との境
界となっている黒菱山断層に沿って見られる．一方，Ishiyama et al. (2017) にて示され
た現在の海岸線沿い付近に先第三系も含めて大きく変位させるような山側傾斜の逆断層
に対して，顕著な重力異常を見出すことができない．これは，先新第三系の食い違い構
造が厚い堆積層に被覆されていることに起因するものと考えられる．糸魚川－静岡構造
線を挟んで西側で高重力異常域が分布し，東では低重力異常域が分布する．｢富山｣ 地域
より少し南の大町市において実施された反射法地震探査の結果を踏まえた重力探査の結
果から，東傾斜の構造により糸魚川－静岡構造線の東側深部にかけて低密度な堆積物が
厚く分布していることが明らかになっている (大久保ほか，2000)．
　上記のように，この地域で見られる重力異常は基本的に地形や地表の地質によく対応
するが，犬ヶ岳から日本海に面する親不知にかけて分布する局所的な高重力異常は，こ
れを説明する地形及び地表地質の分布は見られない．この地域は東を糸魚川－静岡構造
線，西を黒菱山断層，北を親不知海岸で境されていることから，アイソスタシー均衡を
乱すほどの局所的な隆起による重力異常の可能性が考えられる (河野，1983)．

( 宮川歩夢 )
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14．活断層

15．地下資源及び温泉

16．重力異常

第4図　2 kmの上方接続残差図
　　　　コンター間隔は2 mgal（ミリガル）．

第3図　2 kmの上方接続図
　　　　コンター間隔は2 mgal（ミリガル）．
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(地質図面に続く)

 
  The Toyama District situated on the Japan Sea side of central Japan. The district consists of a 
mountainous area up to 2932 meters in altitude, deep sea up to ca. 1400 meters in depth and hill, 
upland and plain areas between them.
  The Hida Belt, Hida-Gaien Belt, Oeyama Belt, Renge Belt, Akiyoshi Belt, and Maizuru Belt are 
arranged from the west, and the eastern end is bounded by the Itoigawa–Shizuoka Tectonic Line 
(ISTL). There is no Paleo-Mesozoic system in the Fossa Magna area which is in the eastern area of 
the Itoigawa–Shizuoka Tectonic Line.
  The Hida Belt is occupied by the Triassic Hida Metamorphic Rocks of the upper amphibolite facies 
and the Unazuki Metamorphic Rocks suffered from Triassic intermediate pressure-type 
metamorphism, and the Hida-Gaien Belt is occupied by non-metamorphosed Permian shallow 
marine sedimentary rocks. The Hida Granitic Rocks intruded into these rocks. The Hida Granitic 
Rocks are composed of the mylonitized Permo-Triassic Hida Older Granites and the non-mylonitized 
Jurassic Hida Younger Granites. There are ultramafic rocks including Early Paleozoic amphibolite, 
meta-gabbro, and jadeitite in the Oeyama Belt, and Carboniferous high-pressure type Renge 
Metamorphic Rocks in the Renge Belt. The Akiyoshi Belt contains the Permian accretionary 
complex, and the Maizuru Belt contains the Permian shallow marine Mushikawa Formation, 
metamorphic rocks and igneous rocks.
  The Lower Jurassic Kuruma Group unconformably overlies the rocks of the Oeyama and Renge 
belts, and the Lower Cretaceous Tetori Group and the Upper Cretaceous sedimentary and volcanic 
rocks unconformably overlie the rocks of the Hida, Oeyama, and Renge belts. Paleogene volcanic 
rocks are distributed in the geological belt west of the ISTL. Cretaceous to Quaternary plutonic 
rocks intruded in the Hida Mountain Range area.
  In the northern Fossa Magna area, the Lower Miocene and younger sedimentary rocks and volcanic 
rocks were thickly deposited after the opening of the Japan Sea and were heavily deformed by 
faulting and folding. In the western side of the ISTL, the Lower Miocene and younger sediments with 
volcanic rocks overlie Paleo-Mesozoic system with relatively thin and little folded manner in contrast 
to the northern Fossa Magnaa area. In addition, Oligocene and older volcanic rocks are recognized 
in the Ushitsu area of the Noto Peninsula.
  Early Pleistocene volcanic rocks are distributed from the Hida Mountain Range to the Nishi-Kubiki 
Mountains and their vicinity, and are finger-crossed with adjacent sedimentary layers of the same 
age. Volcanic products of the Shirouma-Oike Volcano and Niigata Yakeyama Volcano which have 
been active since Middle Pleistocene are distributed.
  The Middle Pleistocene and later sediments form terraces at the foot of the mountains and fill the 
surrounding plains and basins. Large-scale landslide deposits are found in the Hida Mountain Range 
and the Nishi-Kubiki Mountains.
  The following five active fault systems are known in the district. Furukimi Fault is normal faults 
trending NE–SW in Noto Peninsula at Ishikawa Prefecture. In Toyama Prefecture, Takaoka Fault at 
west side of Imizu Plain, Imizu Fault at east side of Imizu Plain and Kurehayama Fault Zone at west 
side of Toyama Plain are known reverse faults trending NNE–SSW. The Kamishiro Fault on the east 
side of the Kamishiro Basin in Nagano Prefecture is reverse faults trending NE–SW the east side in 
NE–SW direction.
  In the southeastern part of the Toyama District, a local low gravity anomaly area is distributed in 
the north–northwest to south–southeast direction which corresponds to the distribution area of the 
Early Pleistocene Kurobegawa Granite to the Late Cretaceous Kitamatadani Tonalite. The gravity 
anomaly boundary along the eastern margin of the Toyama Plain is found along the Kurobishiyama 
Fault, which is the boundary between the pre-Neogene basement and the Neogene basement. The 
high gravity anomaly in the west across the ISTL and the low gravity anomaly in the east are 
attributed to the thick low-density sedimentary materials east deep of the ISTL.
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